
　
全
国
の
生
コ
ン
青
年
部

が
一
堂
に
会
す
る
全
国
生

コ
ン
青
年
部
協
議
会
全
国

大
会
が
２
月
　
日
に
広
島

１０

市
内
で
開
催
さ
れ
る
。
同

協
議
会
の
高
橋
佳
久
会
長

（
高
知
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
協
同
組
合
連
合
会
青
年

部
会
長
）
に
全
国
大
会
の

概
要
や
今
後
の
青
年
部
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

を
聞
い
た
。
高
橋
会
長
は

青
年
部
活
動
を
活
発
化
さ

せ
る
た
め
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
活
動
を
行
う
環

境
整
備
が
必
要
と
の
考
え

を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
□

　
　
　
　
　
　
□

　
―
―
全
国
大
会
の
概
要

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　「
今
大
会
は
広
島
県
青

年
部
が
主
体
と
な
り
、
２

月
　
日
に
広
島
国
際
会
議

１０
場
で
開
催
す
る
。
大
会

テ
ー
マ
『
地
域
の
発
展
と

環
境
』、
サ
ブ
テ
ー
マ
『
な

ま
チ
ャ
ン
 ま
た
一
歩
前

進
！
』
の
も
と
、
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
生
コ
ン
業

界
を
背
負
っ
て
い
く
我
々

青
年
部
は
、
こ
れ
か
ら

『
ど
う
生
き
て
行
く
の
か
』

『
ど
う
す
れ
ば
生
き
て
い

け
る
の
か
』
を
真
剣
に
考

え
る
。
こ
の
大
会
を
通
じ

て
情
報
の
収
集
・
発
信
を

行
い
、
経
営
者
、
指
導
者

と
し
て
次
世
代
へ
進
む
一

歩
と
な
る
大
会
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」

　「
大
会
の
流
れ
は
記
念

講
演
と
事
例
発
表
に
主
眼

を
置
い
た
。
事
例
発
表
で

は
全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
連
合
会
認
定
共

同
試
験
場
委
員
長
の
古
井

博
氏
（
広
島
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
組
合
技
術
委

員
長
）
に
『
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
達
成
に
向
け
た
ス

ラ
ッ
ジ
水
の
有
効
活
用
』

に
つ
い
て
、
美
建
工
業
代

表
取
締
役
の
高
田
浩
平
氏

（
広
島
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
若
手
協
議
会

会
長
）
に
『
ベ
ト
ナ
ム
の

現
状
と
ビ
ケ
ン
ベ
ト
ナ
ム

の
今
』
の
２
題
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
く
。
古
井
氏

に
は
技
術
的
な
視
点
で
、

高
田
氏
に
は
経
営
の
視
点

で
そ
れ
ぞ
れ
今
後
に
つ
な

が
る
よ
う
な
事
例
発
表
を

受
け
る
。
生
コ
ン
業
界
の

新
し
い
取
り
組
み
や
事
業

運
営
と
い
う
観
点
で
は
良

い
報
告
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」

　「
記
念
講
演
は
地
元
広

島
の
調
味
料
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
の

佐
々
木
茂
喜
社
長
に
『
地

域
の
発
展
と
環
境
～
広
島

か
ら
全
国
へ
～
』
で
講
演

い
た
だ
く
。
記
念
講
演
後
、

会
場
を
移
動
し
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

広
島
で
懇
親
会
を
開
き
、

全
国
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー

と
親
交
を
温
め
る
。
翌
日

は
希
望
者
の
み
だ
が
、
広

島
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

く
」
　
―
―
一
昨
年
は
東
京
で

開
催
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
地
方
開
催
に
戻
し
ま
し

た
。
　「
一
昨
年
、
東
京
で
開

催
し
た
の
に
は
意
味
が
あ

り
、
全
国
理
事
長
会
議
に

合
わ
せ
て
行
い
、
理
事
長

会
議
後
の
懇
親
会
は
合
同

で
開
い
た
。
青
年
部
の
活

動
を
親
会
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
青
年
部
活

動
も
初
心
に
戻
り
、
も
う

一
度
結
束
し
て
や
っ
て
い

こ
う
と
確
認
し
た
」

　
―
―
青
年
部
活
動
の
現

状
に
つ
い
て
。

　「
青
年
部
も
か
つ
て
は

　
道
府
県
に
あ
っ
た
が
、

２６景
気
状
況
な
ど
も
あ
り
休

会
が
出
て
、
現
在
は
　
府
１７

県
ま
で
減
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
良
い
わ
け
が
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
生
コ
ン
に
携

わ
っ
て
い
く
も
の
と
し
て

は
、
若
い
従
業
員
の
意
見

や
知
恵
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
幸
い
、
私
の
高
知

県
で
は
何
と
か
補
助
金
を

捻
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
各
青
年
部
と
も
親
会

の
支
援
を
受
け
に
く
く
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
そ

こ
で
、
会
議
な
ど
の
回
数

を
極
限
ま
で
減
ら
し
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
制
な
ど
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
各
府
県
青

年
部
と
の
連
携
を
保
っ
て

い
る
。
今
や
集
ま
る
の
は

総
会
と
全
国
大
会
の
み
と

質
素
な
活
動
に
な
っ
て
い

る
点
は
親
会
も
含
め
て
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
」

　
―
―
再
び
青
年
部
活
動

を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
の

考
え
は
。

　「
他
地
区
へ
の
呼
び
か

け
は
特
に
行
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
以
上
減
ら
な
い

よ
う
に
と
い
う
話
は
し
て

い
る
。
青
年
部
が
あ
り
続

け
る
た
め
に
は
各
県
の
体

制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

全
国
青
年
部
活
動
も
９
年

目
な
の
で
、
灯
り
を
消
さ

な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い

き
た
い
」

　「
各
県
の
体
制
整
備
で

は
子
ど
も
１
１
０
番
や
防

災
協
定
、
献
血
な
ど
が
あ

る
が
、
ど
こ
も
似
た
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会

貢
献
活
動
は
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
青
年
部
活
動

を
行
っ
て
い
く
環
境
整
備

が
必
要
だ
」

若
手
の
勉
強
の
場
に

　
―
―
今
後
の
青
年
部
活

動
の
考
え
を
お
願
い
し
ま

す
。
　「
若
手
な
し
で
は
こ
の

業
界
は
発
展
し
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
、
も
っ
と
若

い
人
が
こ
の
業
界
動
向
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
全
国
大
会
は
勉
強

す
る
場
で
も
あ
る
。
不
確

か
な
時
代
を
乗
り
越
え
て

い
く
の
に
、
青
年
部
の
若

い
力
は
必
要
と
な
る
。
や

る
気
の
あ
る
青
年
部
で
盛

り
上
げ
て
、
前
向
き
に
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
」

社
会
貢
献
活
動
続
け

社
会
貢
献
活
動
続
け
るる

全
国
生
コ
ン
青
年
部
協
議
会
 高
橋
佳
久
会
長
に
聞
く

　
　
地
域
一
体
で
環
境
整
備

青
年
部

全
国
大
会


